
（別紙３）

～ 2024年12月1日

（対象者数） 29 （回答者数） 21

～ 2024年12月11日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

卒後に関しての保護者交流会を計画していきたい。

2

・音楽、リズム体操等のバリエーションを増やす
・外出の機会は増えたが、終日の外出先の種類をもっと増や
していく。

3

・もっと多くの保護者がおやこっしーに参加してくれるよ
う、関心がもてるような発信方法を検討していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・活動部屋とゆっくりする部屋を視覚的に文字と絵で提示し
ている。
・場所の混乱が起きないように視覚的に示している。
・利用者の見えやすい所で視覚的に示す

2

・地域の他の放課後等デイサービス事業所と協力態勢を整え
る。
・地域交流で行く場所が固定化しないよう、新しい所にも訪
問しこっしーらんどを知ってもらう。

3

○事業所名 放課後等デイサービス　こっしーらんど

○保護者評価実施期間 2024年11月25日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2024年12月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　2月　12日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

保護者との連携がとれている。 ・必要に応じて、家族支援を実施している。実施の際は事前
に相談内容を聴取し、適切に助言を行えるよう準備している
・保護者と連携をとり、コミュニケーションツールと使い方
を、家庭にも提供している。
・学校とも連携を取り、学校、家、デイサービスでコミュニ
ケーションを共通な方法にしている。

それぞれの用途に合わせた部屋の使い方が出来ていない
時がある。

地域交流の機会を設けているが、連携となると困難を感
じている。

・年３～４回地域交流のプログラムを設けているが、交流先
が固定化されている。
・地域の代表に参加できる行事等の情報を収集しているが、
日曜日に開催されることが多く、参加できるタイミングがな
い。

集団行動を目的としており、集団活動への参加を中心と
した個別支援計画を作成し、職員が共通認識のもとで支
援を行っている。

・オンライン上で個別支援計画が閲覧・共有ができるようにし、必
要に応じて職員間で情報交換を行っている
・支援計画とプロンプトや内容がリンクする形のケース記録を作成
し、支援の検証・改善がしやすくしている。
・必ず支援前に打ち合わせを行い、支援の内容や役割分担について
確認し、チームで連携して支援を行っている。

年間計画の基、支援の質の向上のための研修、避難訓練
などの非常時対応研修を行っている。また、おやこっ
しー（保護者参加型の研修）や避難訓練には保護者も参
加できる形式で行っている。

・おやこっしーでは、保護者同士も交流できるように、グ
ループ分けやワークの構成を工夫し取り組んでいる。
・避難訓練には、訓練内容に応じて保護者も関われるよう工
夫し、事業所の対応を共有できるように工夫している。
・避難訓練後はフィードバックを行い、改善点から今後の対
応策を検討し、今後の訓練に生かしている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・活動の部屋と静かにする部屋の境目が分かりづらい。
・視覚的に示しているも高い位置で示している。

事業所における自己評価総括表公表
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